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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年６月期第３四半期 7,200 12.5 1,249 △2.8 1,228 △3.2 826 0.1

2021年６月期第３四半期 6,400 16.9 1,284 16.4 1,268 16.8 826 20.5

（注）包括利益 2022年６月期第３四半期 827百万円（0.1％） 2021年６月期第３四半期 826百万円（20.6％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年６月期第３四半期 40.50 40.43

2021年６月期第３四半期 40.63 40.34

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2022年６月期第３四半期 10,981 3,050 27.6
2021年６月期 9,397 3,677 39.1

（参考）自己資本 2022年６月期第３四半期 3,031百万円 2021年６月期 3,677百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年６月期 － 0.00 － 4.00 4.00

2022年６月期 － 0.00 －

2022年６月期（予想） － －

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 10,750 26.6 1,770 13.5 1,730 12.1 1,180 15.8 58.01

１．2022年６月期第３四半期の連結業績（2021年７月１日～2022年３月31日）

（２）連結財政状態

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首から
適用しており、2022年６月期第３四半期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となって
おります。

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無
2022年度期末時点において期初想定の当期純利益を超過した場合に超過分を原資として配当を実施いたします。

３．2022年６月期の連結業績予想（2021年７月１日～2022年６月30日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無
詳細は、添付資料３頁「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説
明」をご覧ください。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年６月期３Ｑ 20,591,200株 2021年６月期 20,487,800株

②  期末自己株式数 2022年６月期３Ｑ 191,744株 2021年６月期 103,672株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年６月期３Ｑ 20,414,901株 2021年６月期３Ｑ 20,329,084株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：有

新規  1社  （社名）株式会社オフグリッドラボ　除外  －社  （社名）－

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無
（注）詳細は、添付資料P.８「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（会計方針の変更）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です。

※　業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績

等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件等については、四半期決算短信

（添付資料）３頁「１.当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予想情報に関する説明」

をご覧ください。

（四半期決算補足説明資料の入手方法）

四半期決算補足説明資料はTDnetで同日開示するとともに、当社ホームページに掲載いたします。
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売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に

帰属する
四半期純利益

1株当たり
四半期純利益

（円）

2022年６月期　第３四半期 7,200 1,249 1,228 826 40.50

2021年６月期　第３四半期 6,400 1,284 1,268 826 40.63

前年同期比 800 △35 △40 0 △0.13

前年同期間増減率（％） 12.5 △2.8 △3.2 0.1 △0.3%

１．当四半期決算に関する定性的情報

　文中の将来に関する事項は、当第３四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等を

第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。なお、詳細は「２．四半期連結財務諸表及び主な注記　（３）

四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」に記載のとおりであります。

（１）経営成績に関する説明

（単位：百万円）

　当第３四半期連結累計期間（2021年７月１日～2022年３月31日）におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感

染症拡大による緊急事態宣言やまん延防止措置が2021年９月末で解除されたものの、変異株の出現により2022年１

月から３月まで再度のまん延防止措置発令、国際情勢の不安定化や円安の進行など、今後の国内外の感染症の動向

や景気変動についても引き続き注視が必要な状況となっております。

　このような状況下で当社グループは、主力のホームユース事業の堅調さを維持するとともに人流回復効果等によ

るビジネスユース事業の伸長に努めてまいりました。

　また、新世代SDGsエコロジーマンションであるReunir Graciasu川口が2022年３月に完成いたしました。太陽光

発電及び蓄電設備、BCPに対応した衛星通信Wi-Fi、エントランス及びエレベーター前に顔認証システムを設置した

非接触型IoT完備の新世代型高性能住宅であり、再生可能エネルギー（電力）のトライアルなどを今後進めてまい

ります。

　セグメント別の業績は次のとおりであります。

　ホームユース事業におきましては、前年から引き続きサービス提供戸数が堅調に増加しているとともに、ネット

ワークカメラ等の付加価値サービスの提供に努めてまいりました。一方で、世界的な半導体不足による機器の製造

コストの増加、通信量増加に伴う回線利用コスト増加に加え、人員増加により人件費も増加していることから、利

益率は減少傾向にあります。

　以上の結果、ホームユース事業は売上高6,040百万円（前年同期比14.2%増）、セグメント利益1,719百万円（前

年同期比18.2%増）となりました。なお、収益認識会計基準の適用により、売上高は80百万円、セグメント利益は

80百万円増加しております。

　ビジネスユース事業におきましては、新型コロナウイルス感染症による影響により、飲食店向けの通信サービス

の需要等は改善基調にはあるものの、依然として厳しい状況にあります。一方で医療施設向けのWi-Fiサービスや

BCP対応の衛星通信Wi-Fiサービス等の新規サービスを展開しております。また、ホームユース事業と同様に世界的

な半導体不足や通信量増加によるコスト増加及び人員の増加による人件費の増加は避けられず、利益率は減少傾向

にあります。

　以上の結果、ビジネスユース事業は売上高936百万円（前年同期比15.3%減）、セグメント利益188百万円（前年

同期比47.3%減）となりました。なお、収益認識会計基準の適用により、売上高は5百万円、セグメント利益は5百

万円増加しております。

　その他の事業におきましては、2021年７月１日に設立した連結子会社である株式会社オフグリッドラボの研究開

発費の負担があったものの、連結子会社である株式会社FGスマートアセットによる不動産売買が業績に寄与いたし

ました。

　以上の結果、その他事業は売上高224百万円（前年同期は６百万円）、セグメント利益23百万円（前年同期は１

百万円）となりました。なお、収益認識会計基準の適用による影響はありません。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の経営成績は、売上高7,200百万円（前年同期比12.5％増）、営業利益
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前連結会計年度末 当第３四半期連結会計期間末 増減（％）

総資産           （百万円） 9,397 10,981 16.9

純資産           （百万円） 3,677 3,050 △17.1

自己資本比率     （％） 39.1 27.6 △29.5

1株当たり純資産額（円） 180.40 148.60 △17.6

借入金の残高     （百万円） 4,236 4,843 14.3

社債の残高       （百万円） 210 150 △28.6

2021年６月期（実績） 2022年６月期（予想） 対前期増減率

売上高 8,491 10,750 26.6%

営業利益 1,559 1,770 13.5%

経常利益 1,543 1,730 12.1%

親会社株主に帰属する当期純利益 1,019 1,180 15.8%

1,249百万円（前年同期比2.8%減）、経常利益1,228百万円（前年同期比3.2%減）、親会社株主に帰属する四半期純

利益826百万円（前年同期比0.1％増）となりました。なお、収益認識会計基準の適用により、売上高は86百万円、

営業利益・経常利益は86百万円増加しております。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

　当第３四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ1,584百万円増加し10,981百万円と

なりました。これは、流動資産が193百万円増加し、固定資産が1,391百万円増加したこと等によるものでありま

す。

　流動資産の増加は、現金及び預金が507百万円減少したものの、売掛金及び契約資産が384百万円、商品が428百

万円増加したことによるものであります。固定資産の増加は、建物が241百万円、当社通信サービス提供用の通信

設備が619百万円、繰延税金資産が450百万円増加したこと等によるものであります。

（負債）

　負債につきましては、前連結会計年度末に比べ2,211百万円増加し7,931百万円となりました。これは、未払法人

税等が274百万円、長期借入金（１年内返済予定含む）が405百万円減少したものの、短期借入金が1,013百万円増

加したこと、収益認識会計基準の適用に伴い、契約負債を2,023百万円計上したこと等によるものであります。

（純資産）

　純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ627百万円減少し3,050百万円となりました。これは、主に収益

認識会計基準の適用に伴い、累積的影響額として利益剰余金の期首残高1,302百万円の減少を加味したこと等によ

り、利益剰余金が557百万円減少したことによるものであります。また、収益認識会計基準の適用に伴う累積的影

響額を利益剰余金の期首残高に加味したことから、自己資本比率は27.6%（前連結会計年度は39.1%）となっており

ます。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2022年６月期の連結業績予想につきましては、2021年８月13日に発表しました「2021年６月期　決算短信［日本

基準］（連結）」で公表いたしました通期の連結業績予想に変更はありません。

　今後の見通しにつきましては、引き続き検討を行い、連結業績予想に関し修正の必要が生じた場合には、速やか

に開示するものであります。

　なお、将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいてお

り、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

（連結業績予想）

（単位：百万円）
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年６月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,196 1,688

売掛金 1,234 －

売掛金及び契約資産 － 1,618

商品 310 739

販売用不動産 55 －

貯蔵品 1 1

前渡金 16 －

前払費用 85 67

その他 26 5

貸倒引当金 △5 △7

流動資産合計 3,920 4,114

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 154 396

工具、器具及び備品（純額） 12 27

通信設備（純額） 4,841 5,461

リース資産（純額） 5 2

構築物（純額） 10 23

土地 209 209

建設仮勘定 11 3

有形固定資産合計 5,246 6,124

無形固定資産

ソフトウエア 26 68

ソフトウエア仮勘定 47 29

水道施設利用権 1 3

無形固定資産合計 75 101

投資その他の資産

投資有価証券 13 51

敷金 32 31

繰延税金資産 105 555

破産更生債権等 0 0

その他 2 1

貸倒引当金 △1 △1

投資その他の資産合計 152 640

固定資産合計 5,475 6,866

繰延資産

創立費 1 1

社債発行費 1 0

繰延資産合計 2 1

資産合計 9,397 10,981

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年６月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 522 527

短期借入金 53 1,067

１年内償還予定の社債 160 50

１年内返済予定の長期借入金 946 734

リース債務 4 3

未払金 178 184

未払費用 20 17

未払法人税等 298 24

契約負債 － 2,023

賞与引当金 63 40

株主優待引当金 23 12

株式報酬引当金 － 20

その他 106 45

流動負債合計 2,378 4,751

固定負債

社債 50 100

長期借入金 3,236 3,042

リース債務 2 －

退職給付に係る負債 27 36

その他 25 0

固定負債合計 3,341 3,180

負債合計 5,720 7,931

純資産の部

株主資本

資本金 488 494

資本剰余金 406 411

利益剰余金 2,882 2,325

自己株式 △100 △200

株主資本合計 3,677 3,030

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 0 △0

為替換算調整勘定 0 0

その他の包括利益累計額合計 0 0

株式引受権 － 18

純資産合計 3,677 3,050

負債純資産合計 9,397 10,981
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（単位：百万円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2020年７月１日
　至　2021年３月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2021年７月１日
　至　2022年３月31日)

売上高 6,400 7,200

売上原価 3,091 3,604

売上総利益 3,309 3,596

販売費及び一般管理費 2,024 2,346

営業利益 1,284 1,249

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 0 0

ポイント収入額 － 1

その他 0 0

営業外収益合計 0 1

営業外費用

支払利息 14 16

為替差損 0 5

その他 2 1

営業外費用合計 16 22

経常利益 1,268 1,228

特別利益

投資有価証券売却益 － 0

特別利益合計 － 0

特別損失

固定資産除却損 20 14

減損損失 17 0

特別損失合計 37 14

税金等調整前四半期純利益 1,230 1,215

法人税、住民税及び事業税 407 269

法人税等調整額 △2 118

法人税等合計 404 388

四半期純利益 826 826

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益 826 826

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2020年７月１日
　至　2021年３月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2021年７月１日
　至　2022年３月31日)

四半期純利益 826 826

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 0 △0

為替換算調整勘定 0 0

その他の包括利益合計 0 0

四半期包括利益 826 827

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 826 827

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間

の期首から適用しています。詳細については、「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表

に関する注記事項（会計方針の変更）」をご参照ください。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

これにより、従来は初期導入サービスと月額利用料サービスを別々の履行義務として、初期導入サービスはサ

ービス提供が完了した時点で収益を計上し、月額利用料サービスをサービス期間に応じて収益を計上しておりま

したが、原則として初期導入サービスと月額利用料サービスを一体の履行義務として認識し、両者を月額利用料

サービスのサービス期間に応じて収益を計上する方法に変更しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、

収益認識会計基準第86項に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取扱いに従

ってほとんどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。また、収益認識

会計基準第86項また書き(1)に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに行われた契約変

更について、すべての契約変更を反映した後の契約条件に基づき、会計処理を行い、その累積的影響額を第１四

半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減しております。

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は86百万円増加し、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半

期純利益はそれぞれ86百万円増加しております。また、利益剰余金の当期首残高は1,302百万円減少しておりま

す。

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示してい

た「売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「売掛金及び契約資産」に含めて表示することといたしました。

また、「流動負債」及び「固定負債」に表示していた「その他」の一部を「契約負債」に含めて表示することと

いたしました。なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新

たな表示方法により組替えを行っておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号  2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号  2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。これによる、四半期連結財務諸表へ

の影響は軽微であります。
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（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）３

ホーム
ユース事業

ビジネス
ユース事業

計

売上高

外部顧客への売上高 5,289 1,105 6,394 6 6,400 － 6,400

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － － － －

計 5,289 1,105 6,394 6 6,400 － 6,400

セグメント利益 1,454 358 1,813 1 1,814 △530 1,284

ホーム

ユース事業

ビジネス

ユース事業
計 その他 全社・消去

連結財務諸表

計上額

減損損失 － 4 4 － 12 17

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2020年７月１日　至　2021年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、賃貸不動産事業を含んでおりま

す。

２．セグメント利益の調整額△530百万円は、各報告セグメントに配分していない一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（単位：百万円）
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（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）３

ホーム
ユース事業

ビジネス
ユース事業

計

売上高

外部顧客への売上高 6,040 936 6,976 224 7,200 － 7,200

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － － － －

計 6,040 936 6,976 224 7,200 － 7,200

セグメント利益 1,719 188 1,908 23 1,932 △683 1,249

ホーム

ユース事業

ビジネス

ユース事業
計 その他 全社・消去

連結財務諸表

計上額

減損損失 － 0 0 － － 0

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2021年７月１日　至　2022年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産売買、賃貸不動産及び再生

可能エネルギー（電力）事業を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△683百万円は、各報告セグメントに配分していない一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメント情報の変更等に関する事項

　会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、収

益認識に関する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の算定方法を同様に変更し

ております。

　当該変更により、従来の方法に比べて当第３四半期連結累計期間の「ホームユース事業」の外部顧客へ

の売上高は80百万円増加し、セグメント利益は80百万円増加しております。また「ビジネスユース事業」

の外部顧客への売上高は５百万円増加し、セグメント利益は５百万円増加しております。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（単位：百万円）
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